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令和２年度 第３回 徳島県いじめ問題等対策審議会 議事録

日 時 令和３年１月１２日（火）午後２時から午後４時まで

場 所 県庁 １０階 大会議室

出 席 者 １２名（１５名中，欠席者３名）

会議概要

１ 開会

（１）教育委員会あいさつ

（２）会長あいさつ

２ 協議

（１）「いじめ問題等対策検討部会」からの報告

（いじめの重大事態対応チェックシートについて）

（２）令和元年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関

する調査結果について

（３）令和２年度携帯電話等の利用状況アンケート結果について

（４）コロナ禍における児童生徒の心の状態に関する実態調査結果につい

て

１ 開会

（２）会長あいさつ

会 長 今年度，３回目になるが，１回目，２回目の頃は，年末あるいは年が変わ

れば，新型コロナも多少は収束に向かうと思っていたが，むしろ事態は逆の

方向で，様々な意味で私たちの役割も大きくなってくると思っている。昨年

の春頃から，学校においてコロナいじめやコロナ差別が発生するのではない

かと心配していたのだが，幸い，本県も全国的にもあまり耳にしていない。

コロナに起因する差別・忌避の言動は，どちらかというと，大人のほうに現

れている。

ただし，児童生徒によるコロナいじめやコロナ差別は，今後増えてくる可

能性もある。もともといじめは，「バイキン」「○○菌」などのあだ名で仲

間外しにするパターンがよく見られた。「健やかな私たち」とそうではない

「異物」という構造で人を排除する。ハンセン病の差別も同じだった。そん

な課題を踏まえ，昨年，教育長がメッセージを出してくださった。すべての

教育委員会がこのようなメッセージを出しているわけではない。感染防止と

学力保障については躍起になってメッセージを発信している教育委員会は少

なくないが，さまざまな制約の下での子どもたちのストレスを踏まえつつ，

「差別・忌避」ではなく「協力・連帯」の大切さを発信している徳島県教育

委員会の姿勢を本当にうれしく思っている。

コロナがなかなか収束に向かわない中で，子どもたちのストレスも溜まっ

てきている。学校生活におけるストレスは不登校等にも関係してくる。そう

いう意味でも，「コロナいじめ」「コロナ不登校」ということを頭に置きな

がら，議論を深めていければよいと思っている。
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２ 協議

（１）「いじめ問題等対策検討部会」から報告

会 長 前回の審議会で議論いただいたが，今年度の取組の一つとして，いじめの

重大事態が発生した時の対応についてのチェックシートの作成に取り組ん

だ。趣旨は，かなりページ数がある「いじめ防止対策推進法」や「いじめの

防止等のための基本方針」のポイントをまとめ，学校あるいは先生方が，法

や基本方針を踏まえ遺漏のないように対応するために活用いただくことだっ

た。そして，前回の審議会での委員からの御意見を踏まえて，「いじめ問題

等対策検討部会」でチェックシートの案を検討いただくことになった。部会

長から第２回の対策検討部会の報告をいただく。

委 員 御報告させていただく。今，会長より話があったとおりで，前回の委員の

皆様の御提案，意見を踏まえて１２月３日に第２回いじめ問題等対策検討部

会を，県庁において開催した。お手元に案と書かれたいじめの重大事態対

応、未然防止と適切な対応のためにをお配りしてあるが，今初めて修正案を

ご覧になりすぐに意見をいただくことは難しいかもしれない。時間的な制約

や予算的な制約もあり，なかなか委員の皆様の御意見を十分に反映したもの

にならないかもしれないが，とりあえずこういう形で経過報告をさせていた

だく。３月末には，完成版にこぎ着け，各県立学校や各市町村教育委員会に

お送りしたいと考えている。本日も時間に限りはあるが，十分に見ていただ

き，御意見を事務局にいただきたいと思う。

「いじめの重大事態対応チェックシート」について

会 長 今の報告をうけて，委員の皆様から御意見を頂戴したい。

先ほど申し上げたように，学校の先生方は，いじめ防止対策推進法や基本

方針、ガイドライン等全部しっかり読み込むべきであるのだが，ページ数も

かなりあり，実際にはなかなか難しいので，チェックシートで要点をまとめ

ることになった。現場の先生方，学校を代表して審議会に入っていただいて

いる委員の先生方で何か御意見があればお願いしたい。

委 員 いじめの重大事態対応チェックシートを拝見させていただき，前回の審議

会の時に，もし担任として重大事態の場面にあったときに，気が動転してし

まっている場合があるかもしれないので，それがわかりやすい形であったら

すごくありがたいと言わせていただいた。このようなチェックシートの形で

チェックもできるし，とても見やすい形になっている。大変な作業だったと

思うが，一つお願いがある。現場の教員が，もしかしたら専門用語がわから
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ない場合もあるので，スクールカウンセラー（以下ＳＣ）やスクールソーシ

ャルワーカー（以下ＳＳＷ）など，どこかに注釈をつけてもらえたら，初任

の先生たちなどわかりやすいと思う。

委 員 拝見させていただき，このいじめの重大事態対応チェックシートが一覧に

なり，見通しを持って取り組めると感じた。事案が起きたときにこれを見れ

ばチェックを行えるし，事前にこれを見ておくことで，もし何か起きたとき

にどのように対応すればいいのかも，しっかり把握できると思った。また，

状況によりいじめに対する対応も迅速にできるのではないかと思った。Ｓ

Ｃ，ＳＳＷ等の表記も説明があれば，なお丁寧かと思う。前回よりも丁寧で

わかりやすく簡潔に書かれているので，とてもわかりやすい。

委 員 いじめの重大事態対応チェックシートに関して，検討部会の委員として最

初からここまでの過程に携わり，部会長はじめ事務局の先生方と議論をしな

がら，この形に辿り着いた。初めの案では，簡潔すぎてわかりにくく，２回

目の検討部会での案は内容が盛り沢山で，事案が起こったときに，どこにポ

イントをおけばいいのか担任の先生方がわかりにくいだろうということで，

修正を加え，今日の形に辿り着いている。今回，このチェックシートを見た

ときに，とても簡潔な上に重要なポイントも記載されているので，大変見や

すい形になっていると思った。養護教諭として必要な場面にも入れてくださ

っている。今後はＳＣやＳＳＷの先生方の意見もいただきながら，３月に最

終発行できるようになればよい。

会 長 委員，少し教えていただきたいのだが，情報のところに「保健日誌」とあ

るが，これは何か法的な根拠があるのか。

委 員 前回の審議会で，保健日誌を項目に入れていただきたいという意見を取り

入れていただいたのだが，やはり中学生になると，心の面で来室する生徒も

多くなり，そこから他人や学年団の先生方も知らない情報が保健日誌の記載

が糸口となりわかるケースや，ＳＣの先生に繋げるきっかけにもなるという

ことで，保健日誌の情報も項目にお願いして入れていただいた。保健日誌は

基本生徒の目には触れないものである。管理職が確認を行い，気になるとこ

ろがあった場合には詳しく説明する。絶対に書かなければいけないものでは

ないが，来室者への処置等記録するような形の日誌である。

会 長 その他特になければ，今，御意見いただいた「ＳＣ，ＳＳＷ」の表記の問

題等をまた事務局で検討していただく。この後，もしお気付きのことがあれ

ば，会議終了後でもかまわないので，事務局と連絡を取っていただきたい。

今年度末に完成させる方向で進めていくことになるが，また，御提言等お願

いしたい。
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それでは引き続き，事務局より３つの調査結果について説明をお願いした

い。１つ目が，国が行っている令和元年度の問題行動調査の徳島県における

状況の概要，２つ目が徳島県が行った，携帯電話の利用状況調査の結果，最

後に，今年度，初めて取り組まれた，コロナ禍における児童生徒の心の状態

に関する調査結果。この３つの調査結果についてご説明いただいた後，議論

を深めていきたいと思う。

（２）令和元年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果に

ついて

（３）令和２年度携帯電話等の利用状況アンケート結果について

（４）コロナ禍における児童生徒の心の状態に関する実態調査結果について

事務局 配付資料の説明

会 長 今年度初めて，コロナ禍における児童生徒の心の状態に関する実態調査を

行ったということだが、実態調査を行うきっかけや背景について教えていた

だきたい。

事務局 新聞等でも発表されている様に，家庭環境も大きく変化をしている。ま

た，児童生徒の負担・不安も大きな問題として取り上げられている現状の中

で，より具体的な児童生徒の心の状態を把握することがまず大切なのではな

いかという意見もいただいていたところである。そこで，小・中・高・特別

支援学校で特に新しい環境を迎える１年生また最終学年で実施を行った。ま

た，今回の児童生徒・教職員のアンケートの前に，ＳＣにもアンケートを行

った。その中で，登校への不安の相談が多く寄せられているところからも，

今回の具体的な調査に至っている。

委 員 今回の調査結果を，いろいろ大変だと感じながらお聞きした。いじめ防止

子ども委員会は前にもリーフレットを拝見した。とても良い取組と思ってい

る。質問だが，いじめを「しない」，「させない」については，比較的わか

りやすいが，「見過ごさない」についてである。いじめの過去の事例を見て

いると，中心的に直接手を下す加害生徒と横で煽る生徒，いじめを知ってい

るが誰にも言えない傍観者という図式だ。この傍観者と煽る子どもについて

何か取組をされているのであれば，教えていただきたいことが１点。

いじめの重大事態対応チェックシートに関して，前回の審議会で，重大事

態が起こった際，命を落とす事案があった場合の想定の意見が沢山出ていた

と思う。そういう意味では，聴き取りを行う場合，その配慮をしながらとい

うことが必要なのかと思った。シートの調査の中に，複数の教員で役割分担

とか配慮しながらという項目があるのだが，聴き取り以外の場面で，事案が
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起こったことを子どもたちが知った時に，どう受け止めるのかという場面の

議論があったと思うが，そういったところが，どこに含まれているのか等教

えていただきたい。

事務局 いじめ防止子ども委員会の取組というところで，お答えする。いじめを見

過ごさないという点では，今年度の取組を見てみると，各委員会なりに話し

合っている。例えば，いじめをなくすためにはどうすればいいか，いじめに

ついて，今何が問題なのかというところを話し合う学校が増えてきている。

その中で，見過ごしていることが良くない。では，どうにかそれをなくすた

めにはどうしたらいいか。というところまで突っ込んでいる学校もある。依

然数は少ないが，そういった個々の問題意識にメスを入れる，視点を入れる

というところの活動を県教育委員会からも積極的に紹介していきたい。もう

一つは，その話し合いを自分たちで考えていくというところが大事かなと思

っている。また，そういうときに相談しやすい，話しやすい雰囲気をいかに

作っていくかというのは，特に小規模校ではたくさんある取組だが、同学年

だけでなく，上学年が積極的に下学年の子どもたちに話かけ，あるいは，普

段しゃべれなければ，クイズなど楽しいことをしながらまずは４月・５月・

６月あたりの初期の段階でみんなが顔見知りになる，あるいは，先生も含め

てどんなときでも話ができる，またそれだけで終わらず，活動の一年間の途

中には，今どうかというインタビューにその委員会が入ったりして積極的に

行う関わり合いを，この委員会が活動として取り入れている学校もあると把

握している。

事務局 いじめの重大事態対応チェックシート内の聴き取りと自殺事案に関してお

答えする。重大事態の自殺事案については，いじめ防止対策推進法２８条の

生命心身財産重大事態に含まれ，今回提示させていただいたチェックシート

の調査の流れと大体同じになる。違ってくるのは，さらに丁寧に時間がかか

り，調査にも慎重さが加わってくることだ。自殺事案に関しては，現在のと

ころ文部科学省から，「子供の自殺が起きたときの背景調査の指針」と「子

どもの自殺が起きたときの緊急対応の手引き」の２つがガイドラインとして

出されている。事務局としては，万が一自殺の事案が発生したときには，こ

の２つの資料をベースに対応していただきたいと考えている。

他の児童生徒，保護者への情報提供については，チェックシートの調査結

果の場面で出てくる，「公表前に他の児童生徒又は保護者等に対して可能な

限り事前に調査結果を学校又は学校の設置者から報告しなければならない」

という項目が該当する。文部科学省から出ている「いじめの重大事態調査ガ

イドライン」に沿ってこの場面に入れさせていただいた。

委 員 いのちのネットワーク研修会というのがあり，月に１度勉強会を開いてい

る。１月の勉強会のテーマが「スクールロイヤー，いじめに関すること」で
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あった。参加されている方の中にずっといじめのことに取り組んでいる方が

いらっしゃったが，その内容がいじめられている子どもの中には，大人にな

かなか話をしてくれない，何か資格を持っている大人が相手でも簡単に話を

するわけでもない。取り組んでいる自分でもなかなか心を開いてくれないと

いう話と，いじめとは人間の本質であり，もしかするとなくならいのではな

いかと。実情として特に煽ることと傍観者については，どうやって取組をす

ればいいか，自分も話を聞いていて答えが出ず，難しい課題の１つだなと改

めて思いこの質問をさせていただいた。

会 長 森田洋司先生が提唱された「いじめの四層構造」については，教育委員会

や学校の先生方の中では，ある程度は認識されている。私の大学でも基礎知

識として知っている学生は少なくない。森田先生が指摘されたように，「加

害者」「被害者」に加えて，はやし立てる「観衆」と見て見ぬふりの「傍観

者」という四層構造が集団内に生まれた瞬間に，被害者は「誰からも見放さ

れた」ということで孤立し，場合によっては自殺に追い込まれる。ただ子ど

もたちがそういう観点を持っているかというと，そこはやはり発達段階のこ

ともあるかもしれない。先ほどの委員の御意見を伺いながら，また改めてこ

のいじめ防止子ども委員会のパンフレットを見て，「加害の子はダメ」「加

害はいけません」だけではなく，出来れば四層構造の観点も踏まえて子ども

たちを揺さぶると，更に議論も深まるのではと思った。そのような点につい

て，今後事務局の方でもご対応，ご検討いただきたい。

委 員 コロナ禍における児童生徒の実態調査について初めての取組でしたが，大

体の概略は理解できる。私が心配しているのは，県内における新型コロナが

発症した児童生徒や，あるいは医療関係の従事者のお子さんたちへの差別や

偏見だ。今日も県内で３０数名の感染者が出ており，児童生徒への感染がな

いか心配される。実際に大人の世界では，新型コロナに関するいじめという

か，冷やかし・悪口・からかいなどが起こっていることも耳にする。「コロ

ナになったのか」，「あの親は病院で働いているが心配ないのか」等。この

ような類いのことが県内でも起こっていないか非常に危惧している。そうい

ったところに関して，県立学校や各市町村教育委員会から報告は聞いていな

いか。

委 員 児童の感染があった学校でも，いつ感染者が出るかわからないということ

で，あらかじめいろいろな対策や準備をしていた。随分，予防衛生にも心が

けてきたが，いざ児童が感染したとなると，いろいろな行事にも影響してい

たが，そこは，地域の方にも実情を説明し，絶対に誹謗中傷などが起こらな

いように対処した。その結果，そういったことが広まることはなかった。し

かし，ある地域の方から，勝手な噂が原因で，「そこの保護者が自分の学校

ではないのか」，「始業式はどうするのか」などの風評が広がりそうになっ



- 7 -

たが，市教育委員会や学校の対応により，誹謗中傷等が広がるような事案は

なかった。市教育委員会では，例えデマであったとしても嫌がらせの張り紙

等がないか青少年育成補導センターが巡回をしている。また，学校にも聞き

取りをしたり絶えず，注意を払っている。いじめは，いつでもどこでも誰で

も加害者または被害者になり得ると言われている。このコロナ禍であるから

こそ，学校はこれを良い機会と捉え，常日頃の指導の中でしっかりと差別や

偏見，誹謗中傷が許されない行為であることを啓発，指導していかなければ

いけない。

委 員 実際に児童生徒が発症した場合，県教育委員会も市町村教育委員会も誹謗

中傷等により人権侵害，いじめに繋がらないようにその都度メッセージを発

信していただいているので，児童生徒への指導の徹底ができていると思う。

一方，保護者の方から「うつるから学校へ行くな」，「医療関係従事者の子

どもと遊ぶな」などの話が出ていることを聞く。保護者等への指導は大変難

しいと思われるが，そういったことも含めて今後どうするかが課題になると

思う。

委 員 付け加えさせていただく。市教育委員会として，子どもが感染したことを

受けて市民・保護者の皆様へというメッセージを発信した。市のホームペー

ジを見ていただければわかるが，自分のこととして捉えるという内容を述べ

させていただいた。先程の委員からの話にもあったように，確かに保護者か

らの風評，誤った情報は聞く。そういうことを耳にするにつけ残念な気持ち

になるが，ありがたいことにそれを周りが聞き流してくれることもある。た

だ，市教育委員会としては，実際それが原因で辛い思いをしている子どもが

いるということであり，そういうことが二度とないように対応していかなけ

ればならないと考えている。

委 員 小学校でも今は，新型コロナに子どもが感染したときの対応や対策に向け

て準備をしている。本校では，子どもたちからコロナについてのポスターを

作りたいという意見があり，６年生が「コロナに感染しないために」という

ポスターを作成した。また，その中には手洗い・うがいなどの予防メッセー

ジの他に，「コロナ感染者への差別をしない」という言葉を入れ，全クラス

に掲示する取組を行っている。私は１年生を担任しているが，新型コロナが

どんなものなのか，まだ理解できない子どもが多い。風邪を引いた子がいた

ら，「コロナなのかな」と気にする子どもがいるのが実際であり，教員とし

て子どもたちに対して，「コロナにかかるのが悪い事ではなく，ウイルスが

悪いのであって，誰のせいでもない」という声をかけていくことを日々心が

けている。
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会 長 先程，紹介のあった今年度の「全国いじめ問題子供サミット」には，徳島

代表で千松小学校さんが参加されるが，そういった取組のことをリモートで

発表されるのか。

委 員 私は低学年の担任なので，直接には関係ないが，私の勤務校でも「いじめ

防止子ども委員会」を発足させ，６年生が中心になって動いている。本校に

は代表委員会というのがあり，学年の代表の子どもたちが集まり，何か議題

を持ってきて話し合う取組をしている。本校の子どもたちは通称「光る子」

と呼ばれているが，いじめをゼロにするために「光る子」にできることは何

かという議題を通して各学年の代表が話し合いを持った。コロナに関して

は，教員が何か言ったわけでなく，子どもたちの中から何か自分たちに出来

ることをしたいという声が上がったと聞いている。自分たちから発信してい

かなければならないという立場に置かれているので，自然とそうなったと思

う。また先程，傍観者の話があったが，本校では学期に１回，仲良しチェッ

クといって，「誰かいじめられているのを見た」，「見たことがないか」，

「いじめられていないか」などの項目をチェックするものがある。他人に言

えないことがある場合もあり、アンケートもしているが、この中でも「もっ

とチェックができるようにしたい」等の意見も出てくる。このように，本校

では傍観者をださない，見過ごさない取組を行っている。

委 員 本校でも，コロナ禍において，コロナ差別であったり，いじめが起こらな

いよう，人権ホームルーム活動でテーマにしたものを行ったり，第１回目の

審議会で会長より御紹介いただいた，日本赤十字社が作成した動画で「ウイ

ルスの次に来るもの」を見せたりしている。コロナ禍の心の状態に関する事

態調査で，教職員への主な調査項目の内容のイにあるのだが，新型コロナが

影響していると思われる児童生徒の不安や悩みのストレスについて，教員が

思うところでもあるが，学校行事のことに関することを生徒は不安に思って

いるのかと。この視点は，学校行事に参加することで，コロナ感染が起こっ

てしまうのではという不安もあるかもしれないが，もう一方で，学校行事が

無くなるのではというところの不安もあるのではと推測する。

本校でも１月に修学旅行が予定されていたが，来年度への延期になった。

その同時期に２年生でも遠足が予定されていたが，中止になった。学校行事

における修学旅行や遠足は，生徒の違う一面が見えたりするが，それが中止

になるというところで，生徒のストレスを発散する場，機会が減ることによ

る生徒が抱えるストレスは，教員も考えていかなければいけないと思う。し

かし，今，生徒がそのストレスを抱えることで，いじめであったり他の生徒

やものにあたるという行為に及ばないよう担任として見ていかなければなら

ない。様々な感染防止の工夫により，生徒の学業面以外のところも見えるよ

うにしなければいけないと思う。

特に高校は５段階評価であったり，学習成績面でのフィードバックが多く
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なるところがあり，生徒自身がストレスを抱え込んでしまうところが結構見

えてくるので。もちろん，進路実現の上で学習は大事だが，学校行事が縮小

というところは，否めないし，教員としてはしっかりと考えていかなければ

いけない。

会 長 私もかつて学校現場にいたが，今回，コロナ下で学校が再開したけれど

も，特別活動の重要性が意外と軽んじられているなという印象だ。本来，各

教科の活動だけが教育活動ではなかったはずだが，コロナ下において各学校

で対応が分かれている。学校行事などを従来通りに実施するのは難しいのは

わかるし，予定通り行事を行うべきだと言いたいわけではないが，かといっ

て，行事等の教育的意義を考えることなく自粛すればいいということでもな

い。それは，「感染防止」と「経済を回すこと」における葛藤と似たような

構造かもしれない。たとえば修学旅行なども，リスク対応はしっかり検討し

つつ，その教育的意味を考えしっかり悩んだ上で結論を出すべきではない

か。感染防止にばかり目を奪われて，そのような観点での検討が十分になさ

れていない学校も見られるように思う。

委 員 夏休み明けに高校では，学校祭があった。３年生はバザーで食事を提供す

るのだが，これまでと違って，あらかじめ購入したものを転売するという形

で行った。その過程でいろいろ議論もあったが，校長先生が学校行事を行う

意味，特別活動の意味というところを説いてくださり，行う決断を下され

た。もちろん命を守る上で感染防止は絶対であった。当初自分も中止すべき

かとも考えたが，やはり，生徒たちの生き生きした顔を見て，やはりするべ

きだったと感じた。ただ修学旅行となると，県外に行くため大勢での移動や

食事という部分もでてきて簡単には決められないと思う。遠足であれば，す

べて授業に変えるのではなく，校内でできる活動に変えたりできる可能性も

ある。いろいろな可能性を教員も考えなければいけないと思った。

委 員 先ほど，学校行事についての意見があったので，私も気になったことを述

べる。コロナ禍の実態調査に関してだが，学校行事のことで不安を持ってい

る児童生徒はいると思う。やはり修学旅行や遠足は子どもたちにとって一大

イベントだと思う。私も一年前に成人式に参加した時、綺麗な衣装を着て，

みんなと久しぶりに会って写真を撮ったりした経験があるので，今年はどう

なるのかと心配だった。式はなかったが，みんなで集まり話や食事をしたと

いう話は聞いている。感染防止という観点から，修学旅行や遠足が中止にな

るのはわかるが，学生という立場からすると，やはり思い出づくりは大切か

なと思う。私は塾講師のアルバイトをしているが，この前、ある高校生が，

「近くの高校は遠足に行ったが，自分の学校は遠足がなくなりました」と残

念がっている話を聞いた。仕方のない話だが，子どものことを考えたら，何

かの思い出づくりは必要な事かなと感じた。
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委 員 保護者という立場で話をしたい。いじめの重大事態対応チェックシートの

案について，前回の審議会でお願いしたことを汲み取っていただいており，

ありがたい。この重大事態対応チェックシートなどの資料は，学校関係者に

配布されるということだが，保護者に対してはどうだろうか。重大事態にお

いて，保護者も学校の対応について理解し，協力し，子に助言することが望

まれているのだから，保護者にも具体的な情報共有が必要だ。学校が関与で

きない部分もあるだろうが，重大事態においては特に保護者と学校が信頼し

合い，連携することが欠かせない。コロナ禍でも体験したが，大人による影

響力，特に噂の影響力は大きい。マイナスの影響は最小限に抑えるようにし

たい。保護者に対して，指針を示したり，協力を依頼したり，定期的にメッ

セージが配信されたり，いつでもガイドブックなどを閲覧できるようにして

おいたりできればなおよい。情報提供は，学校単位でなくともよい。地域と

してでも社会としてでもよいと思う。いざというときに，当事者や関係者を

支える雰囲気を保護者から作り出せるとよいのではないか。保護者も一緒に

学び成長する姿勢は大切だ。よく見る資料は例が少ないと思うので，もっと

具体的な多数の例で，もしもの時，当事者であってもそうでなくとも，子の

ために保護者はどうすればよいのかチェックシートなどで知ることができれ

ば，役立つと思う。

会 長 保護者の立場から御意見をいただいた。今回のチェックシートはそもそも

重大事態に対する学校教員の対応のポイントをまとめることが一番のねらい

であった。先々月，ある高校の職員研修で，いじめのことを話ししたが，先

生方が真摯に真剣に聞いてくださった。とても関心をお持ちであった。「早

期発見」「認知」「組織的対応」などは大事な問題だが，これらはすべて，

管理の話，「教師が児童生徒のいじめをどう管理するか」という話であり対

策論である。しかし，教育論として問題を考えるのであれば，「すれ違いも

行き違いもある中で，他者とともにどう生きていくか」「誰もが持っている

他者への攻撃性とは何か」などの議論をしなければいけないと思う。そうい

うことを職員研修の高校でもお話しした。対策論だけではなく教育論・人間

論が教師には求められるのではないか。

また，早期発見，組織的対応等は，学校・教師の課題ではあっても保護者

の課題ではない。保護者にとって必要なのは，我が子と一緒に，「いろいろ

な人間がいる中で，どうやって他者と生きていくのか」を親子で話し合うこ

とだろう。そういった意味では，ＰＴＡ等で是非，最初にご紹介した教育長

の保護者の方々に対するメッセージを活用して研修会やディスカッションを

行っていただけたらと思う。

委 員 いろいろな立場の方からお話を聞くことができ，養護教諭としての立場か

ら，本校の実態も含めて，お話をさせていただく。コロナ禍における児童生
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徒の心の状態に関する実態調査に関して，私もこのアンケートを回答させて

いただいた。調査の期間の問題もあって，１学期の実態がほぼほぼ反映され

ているのではないかと思う。１学期は，臨時休校から始まって学校行事が何

一つできない状態からスタートしている。２学期になり少しずついろいろな

学校行事が制限制約のある中で実施できるようになった。部活動も同じだ。

少し落ち着いてきた中での調査でもあったので，現在、また調査をとれば，

またこの数値も変わってくると思う。このアンケートを今回限りではなく，

今後も統計をとるという意味も踏まえて定期的に実施していくべきかと思

う。その際には，もっと今より徳島県も感染者が増えてきているかもしれな

いし，今も子どもたちは，自分の身近に迫ってきているということを痛感し

ている。本校の生徒も同様だ。そういった点も踏まえて，私の勤務校では，

人権を含めた訴え方で，生徒に予防のことも含めて終業式で話をした。感染

しないことが一番だが，感染した後の対応も大切だということを話をした。

本校においてもいろいろな制限がある中での学校行事であったが，５月の修

学旅行は１２月に延期になり，１２月もなくなった。来年度，３年生での修

学旅行が考えられている。１年生も５月にあった宿泊体験が９月に延期さ

れ，９月もさらに延期となった。担任がそれではかわいそうだということか

ら，１２月にお楽しみ会を実施した。生徒は，学校行事を体験，経験して成

長する場面もあり，それも大切だということは，自分も生徒を見て実感する

ところだが、やはり命に関わる病なので，何もかも学校行事が必要というわ

けにはいかない。制限のある中で，どこからどこまでが大丈夫，どこからど

こまでは，やはり無理だという線引きが必要なのではないかと考える。やは

り学校から外へ出て行くというのは，制限がかかってくると思う。そういっ

た中で子どもたちも２度，３度そういった延期を体験して行く中で，最後は

仕方ない状況だと感じるようになった。子どもの方がむしろ大人よりコロナ

を経験して，大人になっていっている。特に気持ちの面ですごく大人になっ

てきている。なぜできないのかというのではなく，周りがそういった状態だ

から自分たちも我慢しないといけないという，我慢強い気持ちが強くなって

きている。いじめも不安視されるなか，県内の中学生，高校生というように

報道が流れると，「さあ，どこの学校かな」ということが学校関係者からも

出る。スマートフォン等非常に便利な世の中になっているので，補習なり部

活動なり臨時休校になったという情報が流れた時点で，「あの学校だな」と

いうことが特定されてしまう。そうなった時に，大人がどう対応するか，子

どもたちに対してどういうことを伝えていくべきかというのが大切なのでは

と考える。養護教諭としての立場があるため，感染者がでたら，どこの学校

か気になるところはあるのだが、インフルエンザと同様かかってしまうのは

仕方がない。気を付けていたとしてもかかってしまうこともあるので，かか

ることが悪いのではなく，その後どういう行動をとるかが大切であることを

私は伝えている。大人も不安であることは変わりない事だが、子どもたちも

不安を抱えながら，辛抱強くやっている中で，大人が好き勝手言っているニ
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ュース等を見るにつけ，子どもたちの辛抱を大人が受け止め，一緒になって

考えなければと感じている。

委 員 家庭の中の話になるが，過去に聞いた話の中で，コミュニケーションをと

るのに，子どもを抱きしめるのはとてもいいことであると聞き，自分も試し

てみたが，子どもからの反応は，「親離れはできているのに，子離れができ

ていない」と，もう一つであった。反抗期である下の娘は，その後よく話を

するようにもなったので，抱きつき効果があったのかなと感じた。ただ，子

どもたちも，将来いつかは家からも出て行くことがあるだろうし，スマホの

利用状況アンケートの結果にもあったように，親子のコミュニケーションは

大切であるということを保護者間でも広めていきたいと思った。

委 員 委員の皆さんの話を聞いたり，報告の資料を見させていただき，ＳＣとし

て少し感じたことを述べる。コロナに直接関連することが全くないわけでは

ないが，本当に児童生徒それから保護者の方、先生方もそうだが，これまで

にないような我慢をずっとしてきて，不安とかストレスはすごく大きいだろ

うなということを日々感じる。それがどうしてかというと，本当にコロナに

関連することでなかったとしても，その通常の学校生活の中で起こりうる，

すれ違いやトラブル等で，いつもであればそんなに過度に反応しないことに

も，すごくことが大きくなってしまうということが，ここ最近多くなってい

るなと感じている。そこで，そういった面にもわれわれＳＣは見ていかなけ

ればならないとも思うし，また，本当に普通の風邪や少し学校に行きたくな

いということで休んだ後に，学校へ出て行くのが辛い，辛いというのは，休

んだ理由をどう思われているか，それこそコロナで休んだのではないかと思

われるのを不安に思い，それがきっかけで学校へ行きにくくなってしまうと

いうケースも何件がある。コロナ対策も大事だが，その辺も含めて，みんな

が頑張って我慢している状況なのだということを心に留めて仕事をしていき

たい。

委 員 私の場合に関しては，ＳＳＷとして担当している地域が県西の地域とな

る。コロナの感染に関しては発症例が出ていない。実際学校に入ると，感染

対策に関しては，徹底されていて安心であり，自分も学校に入るときには気

を付けなければいけないと思うし，体調管理等も気を付けている。今回いろ

いろなアンケートをとっていただいたが，携帯電話の利用状況について，低

学年の子どものスマホの利用率が高くなっているのも，いろいろな学校を訪

問させていただき実感がある。また，コロナの影響でこの４月，５月の休校

の間のゲームに関する利用時間が増えているという項目に関しては，非常に

生活リズムが乱れているという子どもさんの話も聞く。休校の間にゲームを

する習慣がついている子どもさんは，土日の休みになるとゲームに集中する

ことによって生活リズムがまた乱れてしまうというケースが増えている状況
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だ。学校からは，そういった生活リズムについて指導していただいている

が，保護者の理解も必要不可欠だと感じている。実際に学校からもいろいろ

な資料等を家庭に提供していただいているが，なかなか十分な対応をしても

らえない実態もある。そこのところに関しては，私からもお話させていただ

いたりしている状況だ。

いじめの重大事態対応チェックシートに関しては，普段，私が学校に行っ

た時に関わらせていただく多くの場合は養護教諭の方になる。実際，養護の

先生が気になる子どもの状況等を非常に把握していただいているので，この

チェックシートの情報収集の中に「保健日誌」を入れていただいたのは，す

ごくありがたいと感じている。

会 長 本日いただいた貴重な意見等をまた参考にしていく。今年度の審議会は，

今回で終了であるが，また来年度どういった取組やどういったテーマで議論

していくかということを事務局とも連携しながらまた考えていきたい。

今日は，現状も踏まえて，コロナの問題を踏まえた御意見が続いた。「三

密回避」ということが言われるが，三密というのは，密教では，「身密・口

密・意密」を三密というそうで，要するに「行動」「言葉」「心」を整える

ことが大切であるという考え方である。感染防止の意味の「三密」は回避し

なければいけないが，仏教的な「三密」はコロナ下だからこそむしろ大事に

しなければいけないだろう。それがコロナ感染防止だけではなくコロナいじ

め・コロナ差別を防ぐことにつながるのではないだろうか。そのような問題

を，それぞれの立場でまた議論していければいいなと思う。

本日はいろいろと貴重な御意見，ありがとうございました。


